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審査講評 

 

１ 肉牛の部（平成１９年１０月６日） 

 

 第６８回大分県畜産共進会、肉牛の部が皆様のご協力により無事終了し、ここに審査の

結果がご報告できますことを、審査委員を代表して心からお礼を申し上げます。 

 今回の出品頭数は、黒毛和種去勢牛４０頭 、交雑種去勢牛１０頭の計５０ 頭であり
ました。   
 枝肉の審査につきましては、（社）日本食肉格付協会の牛枝肉取引規格を基準とした

冷屠体審査で行いました。 

 まず、黒毛和種去勢牛でありますが、出品牛の月齢は２２ヶ月～３０ヶ月で、平均２

８．２ヶ月と昨年とほぼ同様でした。種雄牛別では寿恵福２１頭(52.5%)、藤平茂６頭
(15.0%)、その他となっておりました。 
 屠殺前体重は最高８４８Kg、最低６４０Kg、平均７３５．７ Kg、枝肉重量では最大
５５５．８Kg、最小４１９．９Kg で平均４８３．６Kg と昨年と比較し枝肉重量で６．
１Ｋg増加いたしました。 
 次に枝肉の格付け状況ですが、歩留等級につきましては、Ａ等級２９頭（72.5％）、Ｂ
等級１１頭（27.5％）でした。肉質等級では、５等級１２頭（30.0％）、４等級１５頭（37.5％）、
３等級以下１３頭（32.5％）で４・５率は【６７．５】％で、昨年と比較して歩留等級は
やや向上し、肉質等級は同等でありました。 

 また、肉質につきましては、脂肪交雑（BMS No）が、３～１０で、平均６．０ 、ロ
ース芯面積は最大６７cm2、最小４４cm2、平均５４．５cm2で、皮下脂肪の厚さは、最大

５.７cm、最小１.８cm、平均３.２cmでありました。 
 これらの成績は、前年と比べ BMS Noは０．１高く、ロース芯面積０．３平方 cm大き
く、皮下脂肪厚は０．２ｃｍ厚くなりました。 

 今回は、前回に比べ４・５率は同等でありましたが、５率の割合が向上したものの、

Ａ等級の割合が全国平均と比べて低く皮下脂肪が厚いことが飼養管理面での課題と思わ

れ、今後とも更に飼養管理技術の一層の向上と改善に努めていただきたいと思います。 
 

 次に、２区の交雑種去勢牛１０頭の結果ですが、出品月齢は２５．２～２９．５ヶ月

齢で平均２７．７ヶ月と、昨年とほぼ同様でありました。 

 屠殺前体重は平均８２５Kg、枝肉重量は５２７．９Kgで体重、枝肉重量ともに前回に
比べて大きくなっていました。 

 格付け状況ですが、歩留等級につきましてはＢ等級８頭、Ｃ等級２頭となっておりま

す。肉質等級では、4等級３頭、３等級５頭、２等級２頭でした。 
 前年に比べ３等級以上の率は変わらず、枝肉重量及び BMS No は向上しておりますの
で、今後とも引き続き一層の飼養管理技術の向上に努めていただきたいと思います。 
  



 

２ 乳用牛の部（平成１９年１０月１７日） 

 今回の出品は、第１部育成牛（１５ヶ月齢未満）１４頭、第２部育成牛（１５ヶ月齢

以上）１２頭、第３部初妊牛１７頭、第４部経産牛（３歳未満）１０頭、第５部経産牛

（３歳以上）１２頭の合計６５頭の出品でした。 今回は、前回まで１部で行っていた

育成を授精時期の１５ヶ月齢で１部と２部に分け、出品牛の条件を、できるかぎり揃え

ましたので、かなり厳密な審査ができたました。 

 なおホルスタイン種雌牛審査標準については、平成６年４月１日に改正された後、平

成１９年に１３年ぶりに改正されました。 今回の主要な改正点は、尻の角度、幅、長

さを考慮して機能性を重視し、また肢蹄の標点を高く、強健性、耐用性を重視している

点です。今回も、この改正されたホルスタイン種雌牛審査標準に基づいて、審査を行い

ました。   
 第１部につきましては、１２ヶ月令～１５ヶ月令未満の出品であり、総体的に発育よ

く強健性に富み体全体の輪郭が鮮明で鋭角性に優れ、また後躯の体積があり、特に腰角

幅・座骨幅が広く、将来性を伺わせる出品牛が多く見られました。 ただ後肢の弱い出

品牛も数点、見受けられました。 

 第２部につきましては、１５ヶ月令～１８ヶ月令未満の出品であり、鋭角性に優れ乳

用牛としての特質に富み、発育良好で品位・資質の優れたものが多く見られました。特

に、前駆の頸・き甲・肋への移行がなめらかで、バランスのとれたものが多く、レベル

の高さが感じられました。 

  第３部につきましては、すでに種付を終了した初任牛の出品であり、全体としてフレ
－ムが強く、特に前駆、胸、後躯の強さ、肢蹄の踏みの鮮明さ、強健性に優れものが多

く見られました。 しかしながら尻の角度をみたときに座骨がやや高めのものがあり、

将来的な機能性を考えたときに残念と思われるものも見受けられました。 

 経産牛でありますが、３歳未満の第４部と３歳以上の第５部に分けられ、第４部は初

産牛ですが、第５部は初産から６産までの産歴幅のある出品であったこと、また、分娩

後の日数の具合で有利不利なことはあったと思われますが、この点については十分に考

慮した上で審査を行っています。 

 第４部は全ての出品牛について乳房の形状がよく、また初産らしい輪郭をあらわして

います。 乳用牛としての特質・資質・品位に富むものが多く見られ、特に資質に富ん

だ肋の幅・長さ・移行に優れ、前躯・中躯の充実がよく、また後乳房の幅・乳房の付着

の高さが十分で乳房底面の高い優れた乳房が多く見られました。 

 第５部は総体的に、フレ－ムが大きくてしっかりしていて体全体の充実度がよく、ま

た乳房、特に後乳静脈がよく発達していて、強く優れた乳房で、よく働いている出品牛

が多く見られ、特にグランドチャンピオン牛はまさにそのとおりでした。 

 全ての区で出品牛にパワ－がみられ、本県の層の厚さ・レベルの高さが伺えたことか

らも、生産者の方々の優れた改良技術に敬意を表します。 

 同時に今後の飼養管理にも万全を期し、さらに牛群の改良を推し進めて頂くことを期

待するとともに、牛乳の消費拡大、酪農経営の安定を祈念致します。 
      
  



 

３ 肉用牛の部（平成１９年１０月２０日） 

  今回の出品は、若雌区（１区～５区）は９ヶ月から 20 ヶ月齢までの 56 頭、母系牛群
（６区）は 14ヶ月齢以上の３セット９頭の合計 65頭でありました。 
  若雌区（１区～５区）の出品牛は、各区とも全体的に発育、体積に富み、均称や前躯、
中躯（体の伸び）のよいものが多く、また、惜しまれる点として、被毛の質や皮膚のゆ

とり、やや肢蹄の弱いものも散見されました。 

 今回、若雌３区で農林水産大臣賞を獲得した豊後大野市・安藤さんが出品の「つるし

げ」（父は「第２平茂勝」）は体の強さ（体上線、体下線）、発育、体積、資質、品位

が特に優れていました。また、九州農政局長賞を獲得した若雌４区「ふくふじ」（父は

「寿恵福」）、竹田市・志賀さんの出品牛についても、発育、体積、均称が優れ、特に

前中躯の移行の良さに加え幅と深みに富み、各部位の測尺値は県の改良目標値（基本・

本原登録時）を超えていました。 

 母系牛群（６区）は、高等登録牛の母牛と娘牛、孫娘を１セットとして競う区で、母

－娘－孫娘に亘る改良の成果を競うものです。今回の出品牛は、いずれのセットも大分

県の特徴である発育・体積に優れるもので、今後は今回の出品を契機に各地域での産子

の保留推進をお願いします。 

 また、この区は第９回全国和牛能力共進会の母系牛群と同様の出品区であり、今回の

全共において大分県代表はこの区で首席を獲得し、全国的に高い評価を受けております。 

 発育（体高）については、過大な発育は避ける意味から若雌（23 ヶ月齢以内）につい
ては、２δ、また成牛（24 ヶ月齢以上）は 1.5 δを基準としていますが、全国和牛登録
協会が黒毛和種正常発育曲線を、改訂してこれまでの数値よりやや高めに設定されてお

りますが、若雌区で２δを超えた牛が 56頭中で 17頭、30.4％に見られました。 
  栄養度については、概ね良好で年々改善されてはいますが、まだまだ、出品牛の中で
栄養度の進んだものが見られました。全国和牛登録協会の調査によると分娩前の栄養度

６程度のものが、分娩後の初回発情、受胎成績も良好となっていますので、肉用牛の生

産性の向上と経営面からも栄養度の管理にご留意頂きたいと思います。 

 また、若雌区を父牛別に見ると、「勝忠平」10頭、「藤平茂」８頭、「平茂勝」８頭、
「隆茂３８」７頭、その他は 23 頭で、合計 14 頭の種雄牛がありました。出品条件に抵
触しないものの若雌区の中で県外産種雄牛の産子が約 55.4％（31 頭）認められたことは
今後の課題と思われます。 

 今回の共進会を通じて、豊後牛の銘柄確立を図る上で県有種雄牛産子の出品が強く望

まれ、当県産系統雌牛の維持の重要性と保留促進に向けた取組みが必要と思われます。 

  今回は、わずかの差で惜しくも上位入賞を逃した出品牛も体型及び血統的に見ても改
良の基礎牛として期待されるものばかりであり、今後の飼養管理に万全を期して、優良

産子の生産と保留に取り組んで頂くとともに、豊後牛の銘柄確立にご尽力賜りますよう

お願いします。 

                                        

     平成１９年１０月                                            

                                      審査委員長   今吉 豊一郎 
 

 
 


